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数
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、
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。
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ら
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他
に
は
移
乗
用
の
リ
フ
ト
も

体
験
し
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
の
方
か
ら
直
接
お
話
が
聞
け
る
の
で
こ

ち
ら
の
質
問
に
も
す
ぐ
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
（
Ｈ
・
Ｓ
）

「 育徳コミュニティーセンター改修に伴う
事務所一時退出のお知らせ 」

この度工事に伴い、２０２４年４月より現所在地を一時退出しております。
郵便・電話・FAXは転送対応中にて、これまで通りのご利用ができます。

メールアドレスは変更ありません。
来訪につきましてはご相談の上、お越しくださいますようお願いします。
皆様にはしばらくの間、ご不便やご迷惑をお掛け致しますが何卒ご了承の

うえ今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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— 定期総会・記念講演会開催についてのお願い —

４月末に議決権のある会員様へ往復ハガキにて出欠のご連絡を差し上げて

おります。

返信ハガキで出欠の有無をお知らせくださいますようお願い申し上げます。

既にご郵送いただいた方は悪しからずご容赦ください。

既に納入がお済みの方にはあしからずお許し

を賜りますようお願い申し上げます。

＜郵 便 振 替＞
００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

＜問い合わせ＞
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

平素より、本会の活動に御理解と

御尽力を賜り誠に有難うございます。

さて、新年度がはじまりました。

令和５年度の年会費が未納の方、

また納入済みの方につきましては令和６年度分と

して、同封の振込用紙にて会費納入賜りますよう

お願い致します。

何卒ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

今後も重症心身障害福祉の為に全力を尽く

しますので皆様の更なるご支援を賜ります

よう心よりお願いします。

2024年1月22日（月）以降、ゆうちょ銀行
における窓口やATM現金利用時の加算料金
（110円）が廃止となりました。
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— 記念講演会へ参加希望の方へ — （一般の方もご参加できます）

●会場参加ご希望の方： 下記必要項目をご記入の上、郵送・ＦＡＸ・

メールにて申込み下さい。※申込様式は問いません。

●オンライン参加ご希望の方： 必ずメールでお申込み下さい。下記必要項目のご記入お願いします。

パソコンからのメールを受信できるアドレスから送信ください。

★必要項目（＊講演会名、＊参加方法：会場またはオンライン、＊氏名、＊フリガナ、＊住所、
＊連絡先tel・fax・mail、＊職種・所属等）

会 場

早川福祉会館４Ｆ（ホール）
■〒546-0033 大阪市東住吉区南田辺1－9－28

■最寄り駅
・地下鉄谷町線駒川中野下車、西へ徒歩10分

・地下鉄御堂筋線西田辺下車、東へ徒歩15分

(市バスへ乗り継ぎできます)

・ＪＲ阪和線南田辺下車、南東へ徒歩15分

・市バス東住吉区役所前下車すぐ

日 程

１０：３０～ 受 付

１１：００～１２：１５ 【総 会】

１２：１５～１３：００ 休 憩

１３：００～１５：００ 【記念講演会】

記念講演会 13：00～15：00

テーマ

「重症児者の生活・暮らしの場の
あり方と展望」

～個別ケアと権利擁護～
講師：

日本重症心身障害福祉協会 理事長 ／

堺市立重症心身障害者（児）支援センター・

ベルデさかい 名誉センター長

◎費用： 無料 ◎定員： ＊会場５０名、＊オンライン制限なし

☆お問い合わせ：〒558-0056 大阪市住吉区万代東１－３－１９

支える会 ゆらっとステーション内
事 務 局

TEL 06-6624-2555 FAX 06-6624-2556

Eメール：osaka@sasaeru.or.jp

(仮題)

児玉 和夫氏

会場： gogle map

総会次第
一、開会の辞
一、会長挨拶
一、御来賓挨拶
一、ビデオ上映（活動報告）
一、議 事

議 長 選 出
2023年度事業報告
2023年度会計報告
2023年度会計監査報告
役 員 改 選
2024年度事業計画（案）
2024年度収支予算（案）

一、閉会の辞

（受付12： 40～）

◎締切：６／11（火）

支える会メール



全国重症心身障害児（者）を守る会 報告

◆令和５年度第２回全国支部長会議（令和６年３月３０日）にｗｅｂ出席しました。

・はじめに、こども家庭庁から報酬改定に関する説明がありました。入浴支援加算、送迎

加算、家族支援として事業所が相談援助をするなど、こどもの支援が充実してきている

ことに嬉しい思いです。

・石川県から能登半島地震の報告があり、協議しました。

・北浦 雅子会長がお亡くなりになられ、この度、新しい会長に安部井 聖子東京支部長が

就任しました。

・創立６０周年記念大会が令和６年９月２８日（土）〜２９日（日）にグランドニッコー

東京 台場で開催されます。詳細、参加申し込みについては後日お知らせいたします。

◆近畿ブロック役員会（令和６年４月６日）に大阪支部から２名出席しました。

・今年度の事業、予算、日程について検討、確認をしました。数名の役員は自宅から

ｗｅｂでの出席でした。ｚｏｏｍ操作にも慣れ、スムーズにｗｅｂ併用会議を実施できる

ようになってきました。

・今年度は１０月５日（土）ブロック専門部会会議が京都市ホテルビナリオ嵯峨嵐山で

開催されます。在宅部会についてはｚｏｏｍを活用し、１０月５日までにｗｅｂ会議で

意見をまとめる予定です。

・１１月２日（日）近畿ブロック研修会が和歌山ビック愛で開催予定です。

・いずれも詳細、申し込みにつきましては、後日お知らせいたします。

全国重症心身障害児（者）を守る会大阪支部会長 長谷川 幸子

能登半島地震に関して

「支える」１２１号でお見舞金を募り、２月末にお預かりしましたお見舞金を大阪支部か

ら守る会本部に送金いたしました。ご協力いただきありがとうございました。

全国の支部から総額１千万円を超えるお見舞金が寄せられました。人的被害、家屋・家財

の被害を受けられた会員と入所施設、被災３県支部に配分されました。詳しい内容につきま

しては「両親の集い」に掲載されます。

３月３０日の全国守る会の支部長会議で石川県・永井支部長から能登半島地震のお見舞金

へのお礼と現状報告がありました。

固定電話の番号を入会時に登録されている方が

多く、会員と連絡をとることができない状態が続

いたそうです。災害時を想定して緊急連絡体制を

事前に整備する必要があるとのことでした。

またヘルプマークに緊急時に伝えたい内容など

をＱＲコード化して貼り付ける、緊急連絡先や薬

の情報を記載したヘルプカードを携帯するなど

重症心身障害児者に役立つ情報もいただきました。

●医療的ケアが必要なお子さまやご家族の方等が利用できる
大阪市の制度やサービスの情報をまとめたページ

大阪市 医療的ケアが必要なこども等への支援 google検索

●大阪市では障がい福祉サービス事業所等に「医療的ケア児等コーディネーター ※ 」を配置
しています。お困りのことやご相談について。

大阪市 医療的ケア児等コーディネーター配置状況 google検索

※医療的ケア児等コーディネーターとは、医療的ケアのある児童や
その家族の相談援助や総合調整を行う役割を担っています。

大阪市福祉局障がい者施策部障がい支援課
〒530-8201 大阪市北区中之島１丁目３番２０号
電話：06-6208-8245 FAX：06-6202-6962

大 阪 府 重 症 心 身 障 害 児 ・ 者 を 支 え る 会

(全国重症心身障害児(者)を守る会の大阪支部)

への入会についてご案内いたします。
【個人会員】 ◎年会費 10,200円

本部会員 及び 大阪支部会員

◎年会費 3,600円

大阪支部会員
【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000円（１口）

本部会員 及び 大阪支部会員
【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

大阪支部会員(運営資金の協力会員)

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします

「支える会」事務局

〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 長谷川 幸子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/
メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール
やＦＡＸにお寄せ下さい。

お願い：会員登録の住所・電話番号等に変更がありまし
たら事務局までお知らせください。

情報 医療的ケア児等情報ページ開設
（大阪市ホームぺージ）



会員さんから情報提供をいただきました。

YouTube配信
チャンネル

全国遷延性意識障害者・家族の会ではYouTubeチャンネルで講演会や
介護・看護に関する情報を配信されています。栄養摂取法や褥瘡管理や
再生医療など勉強になることがたくさんありました。
全国遷延性意識障害者・家族の会 YouTubeチャンネルから「ライブ
配信中」と表示された動画（講演会）をご視聴ください。
※開催後も同チャンネルにて公開予定

大阪きょうだいの会《例会》のご案内

●第８０回例会 ＝ 2024年 ６月２３日（日）
●第８１回例会 ＝ 2024年 ８月２５日（日）
●第８２回例会 ＝ 2024年１０月２７日（日）
●第８３回例会 ＝ 2024年１２月２２日（日）

いずれも
★時 間＝13時～17時
★会 場＝国労大阪会館（2階第1小会議室）

＊最寄駅＝JR天満駅から環状線沿いに徒歩5分
＊電 話＝06-6354-0661）

★対 象＝概ね18歳以上の障害児者のきょうだい当事者に
限定（クローズの会）

★参加費＝500円（会場費など）
★申 込＝不要。当日会場へお越しください
★連絡先＝世話人（090-2384-9368 溝上）

＊＊＊＊＊ 例会開催日 ＊＊＊＊＊

大阪きょうだいの会は障害児者の兄弟姉妹
（きょうだい）の自助グループ（SHG）です。
活動の柱は例会の開催です。
例会はきょうだいの語りと傾聴の場です。
何よりも、きょうだい同士が対面で出会える

場でありたい。きょうだいが自分自身のために、
自分の言葉で、自分の生きづらさの体験や悩み
などを仲間に話し聴いてもらえる場、胸に抱え
込んだやっかいな感情を吐き出せる場でありた
い。どこまでも当事者がホンネで語れる場、
安心できる場でありたい・・・と願っています。
時には生身の感情が溢れだして涙が止まらな

くなったり、言葉に詰まってしまったり、精神
的に動揺して苦しくなる場面もありますが、同席する仲間たちの支えを力に変えて徐々に表情がなごん
できます・・・。お互いがハッピーになれるように、一人一人が「支援者であり被支援者である」とい
う原則を大切にしています。
その日の参加者の状況により話題は様々に変化しますが、根底にある共通するテーマは「自分ではない誰か

のための人生を生きている」というネガティブな感情ではないかと思います。
≪自己と他者の境界線≫を容赦なく侵してくる周囲の価値観に支配されることなく、家族との適度な距離感

を保ちながら自分の物語（人生）を紡ぎ直す作業を始める・・・、ひとつのきっかけになれたらうれしいです。
隔月第4日曜の午後、大阪市内の公共施設で定例開催しています。2011年以来、これまでに79回開催し、

延べ600人を超えるきょうだいたちが参加してくれました。各回の参加者は6人～８人くらいで、3人前後が
初めての方です。年齢構成は10代から70代と幅広く、どちらかといえば女性の方が多いです。
会員制ではありませんので、関心のある方はご来場ください。

↑X(twitter)

↑facebook↑note

ソーシャルネットワーク
大阪きょうだいの会 ＱＲコード

情報


